
NO 基本目標 質問項目 要望

1 全体

「第２期神奈川県まち・
ひと・しごと創生総合戦
略　2020-22年度評価報
告書（案）」について

今後とも、県、市町村の間で一層連携を図りつつ、県民・企業・団体のみなさまとも情報や目的を共有しながら、総力を結集し、神
奈川全体の地方創生をしっかりと進めていただきたい。

2 全体
地方創生の取組につい
て

ここ数年は、コロナ禍もあり、地方創生の取組が予定どおり進められなかった点については一定の理解するが、これまでの取組を
しっかりと検証し、「共創」の概念を積極的に取り入れ、その上で改善すべき点は改善し、今後、地方創生の取組を進めていただき
たい。

3
基本目標２
基本目標４

空き家活用について

今回、法改正されたことによって、新たに管理不全空き家の段階から市町村が所有者に対し、適切な管理を促すことができるよう
なったことは大変重要なことであると認識をしている。私の地元の金沢区では、人口減少が進んでいるものの住む場所が少ないと
いう状況の中で、住んでいない空き家が多いということも事実である。こうした取組によって、移住定住施策などにも活用しやすくな
ると考えており、こういった問題につきましては全県的な問題であるということもしっかりと認識し、県として実態を把握し、引き続き市
町村の支援に取り組むことを要望する。
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